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	　開会あいさつ。

　それでは前回の議事録の確認をお願いいたします。訂正などございませんか。
　私の前回発言しました９ページの中ほどの「日田市文化財100選を拾い出して」と言うところがありますけれど、正しくは「日田歴史100選」です。これは伊藤塾が、日田盆地を「まるごと博物館」という構想の中で、遺跡や遺物のリストアップということですね。訂正をしておきます。
　訂正をさせていただきます。
　お願いします。
　他にございませんか。無ければ次に教育長の報告をお願いします。
　私の報告は大きく二つです。一つは議会、もう一つは教頭面接を今行っておりますので、そのことからお話いたします。
　議会の方は国民健康保険にかなりウエイトがあったのでしょう。その質問等があったりましたけれども、いわゆる教育委員会に関わることについては三つ程度しか出ませんで、一つはスポーツの補助金、一つは公民館の等のいわゆる人材育成についてどう行なっているかというものでございまして、やはり一般論といいますか、そういうことでお話を申し上げました。
　今、教頭面接が小学校の段階で約30校終っておるところですが、その中で幾つか、お話をしたい学校がありました。一つは有田小学校の小野校長先生の学校改革をどのように進めているのか、やり方を教頭さんに聞きました。そうしましたら、今年日田市内の各学校は咸宜園教育の理念を活かした学校経営をしてくださいとお願いしてあったのですが、小野校長先生は、もう４年位掛けてずっと変えてきています。学力もかなり上がってきている学校です。それで、小野先生のやり方をお聞きしますと、いわゆる目標といたしまして「敬天」と非常に大きい幅の広い目標に取り上げています。小野先生の凄いところは、それを学校のいろんな場面、掃除の場面とか、朝会の場面だとか、授業の場面だとかというところで、何が大事かと言うことを細かくまた説明をして、何をすればよいか良くわかると教頭さんがおっしゃっています。「細かいといえば、細かいです。」ともおっしゃっていました。「しつこいと言えば、しつこいです。」という話でございましたけれども、やっぱり大事なことは本当にやろうと思ったことは、いやがられても細かく、そしてしつこくということは、とても大事だなという風に感じられたところです。
　それから、石井小学校、ここは民間人の山崎校長さんが居られる学校で、佐藤教頭でございますが、この教頭さん、教頭になって３年目、新しいこの民間出身の校長さんに仕えて２年目ですが、「今年私が一番去年と変えるところは、前に出ることです。」といいました。「校長さんは確かに民間からいらっしゃったので、私たちに無い良いところをたくさんお持ちです。しかし、自分は教員をしてきて、山崎先生にはない自分の得意なところもあります。だから私は校長先生があまり得意ではないであろう、いわゆる授業であるとか、教育課程の範囲だとか、そういうところを私は補佐できると思います。」と、おっしゃっておられました。

　教頭さんの大きな仕事の中に校長の補佐と言う仕事があります。補佐するというのは、校長さんを理解しないと補佐しようがありませんので、「佐藤さん、あなたはとても前に出るというのは感心しました。すごく大きくなりましたね。」とお伝えしておったのですが、随分成長したなと思います。
　それから、日田市の各学校の経営の仕方を見ておりますと、知徳体に分かれたチームを学校内に作らせて、その知徳体について知のチームはどうしたらうちの学校の学力は上がるかということを考えていく。徳は道徳、体は体育というチームでそれぞれ学校経営に関わらせて、その評価まで全部していく。そのことで経営に参画するという、非常に組織的な動きが日田にはかなりできてきたと、今までなかったやり方ですから、これはいいなと思っております。
　特にＭＳ会議、最初私もＭＳとは何か知りませんでしたが、マネジメントスタッフ、いわゆる校長さんと教頭さんとこの知徳体のトップの方５人、それに研究主任が入るスタッフ会議をしていくことで、学校が同じ校長の目指す方向に行くことができだしたと思います。
　今年の教頭面接、いろんなことがあったのですが、非常に心に残る人が何人かおりました。その中で幾つかをご紹介しました。以上です。
　はい、ありがとうございました。
　ただいまの教育長さんの報告についてご意見等はありませんか。
　
　佐藤先生と言うのは女性ですか。
　石井の佐藤先生は女性です。
　私も桜竹小学校に行ったときに感じたのですけれど、小金丸校長先生、前咸宜小に居られましたね。そのときはやはり校長先生立ててされておりましたけれど、校長先生らしく立派になられました。立場々々で自分を活かしてやられていると思いました。
　それでは、議事に入ります。
　議案第63号社会教育委員の委嘱について、生涯学習課お願いします。
　議案の説明をいたします。
　１ページでございます。議案第63号日田市社会教育委員の委嘱について。日田市社会教育委員に次の者を委嘱する。平成２３年６月２９日提出でございます。この社会教育委員につきましては、前任期が平成２１年４月１日より本年３月３１日で任期満了になるものでございまして、日田市社会教育委員条例第３条第１項に基づき、新しい審議委員を委嘱するものでございます。
　今回委嘱する任期は、本日の６月２９日から２年間でございますので平成２５年の３月３１日でございます。
　メンバーにつきましては、穴井さんから各小学校の校長会代表から２名、石田さんが中学校校長会代表１名、野々下さんは久大地区県立学校校長会代表、それから各種社会教育団体女性団体連絡協議会、文化連絡会代表から２名、体育指導委員会協議会代表、さらに連合育友会代表が２名、自治会連合会から１名、市議会の教育福祉委員会から１名ということで委嘱をするものでございます。
　それから、時間が遅れたことに関しましては、連合育友会の総会が５月末、議会の選出委員さんにつきましては、６月の市議会で選出されましたので、今回委嘱するものでございます。別紙配布資料で社会教育委員について選任する理由、さらに条例等添付しておりますので、ご参考にしていただければと思います。以上でございます。
　ありがとうございました。
　ただいまの議案第63号社会教育委員の委嘱について、ご意見ご質問はございませんか。よろしいでしょうか。この名簿の方々でよろしいでしょうか。
（はいと言う声あり）

　ありがとうございます。なければ原案のとおり議決いたします。
　議案第64号桂林公民館建設による学校及び公民館用地の変更について、生涯学習課お願いします。　　

資料の３ページ、４ページ、５ページになります。議案第64号桂林公民館建設による学校及び公民館用地の変更について。桂林小学校用地の一部及び中央公民館用地の一部の所属及び所管を次のように変更するものでございます。図面を見ながら説明をしてまいりたいと思います。
４ページと５ページに図面が書いてございます。上が位置図でございますが、中央公民館の横の桂林小学校に入る通路がございますが、今回大型バス等が入るということで、これを７ｍに拡幅したものです。これは中央公民館用地から市の土木課の方へ所管替をするものでございます。
　それから中央の桂林小学校のグラウンド、まず１番でございます。桂林小学校の一部を次のように変更するので、まず教育総務課、学校グラウンドがこの黄色い部分がずっと学校のグラウンドで、当初この赤の部分と緑の部分が桂林小学校のグラウンド用地でございましたが、今回赤の部分の１０９１番の８を２千百㎡、桂林公民館用地として所属替をするものでございます。
　それとブルーのずっと細い線でございますが、桂林公民館建設に伴いまして、ここが元々里道でございましたが、今回桂林公民館の出入りを便利にするために４メートルの拡幅をいたしまして、３月市議会の方で市道新桂林公民館線で市道認定をいただきまして、その部分でこのブルーの部分の１６５㎡を教育総務課から土木課へ所管替を行なうものでございます。
　併せまして、平和通り線から桂林公民館に入ります、茶色の部分３９１番の５につきましては、生涯学習課から土木課へ所管替を行なうもので、１６５．５３㎡を今回所管替を行なうものでございます。
　なお、新桂林公民館につきましては、明日６月３０日で全部完了いた
しまして、完了検査が終了することになります。予定といたしましては、７月の５日から引越しをいたしまして、実稼動につきましては１１
日の月曜日から新しい公民館で教室等の実働を開始する予定でございま
す。
　別紙予定表でも載せておりますが、新桂林公民館の落成式並びに地元主催によります祝賀会を７月３０日土曜日に開催する予定にいたしております。教育委員のみなさん方をはじめ、関係者にはご案内を早急に差し上げますので、ご出席の程よろしくお願いしたいと思っております。以上でございます。

はい、ありがとうございました。ただ今の議案第64号桂林公民館建設による学校及び公民館用地の変更について、ご意見ご質問はございませんか。
　ご意見はありませんか。
（ありませんと言う声あり）

それでは議案第64号について原案のとおり議決いたします。

議案第65号日田市豆田町伝統的建造物群保存地区保存計画の一部変更について、文化財保護課お願いします。

文化財保護課でございます。
議案第65号日田市豆田町伝統的建造物群保存地区保存計画の一部変更についてでございます。この保存計画につきまして、そこに書いております、表－1、図－2、表－2、図－3の部分に、下に囲んであります建築物2件、工作物2件を追加するものでございます。後ほど資料のほうで場所とか写真を付けておりますので、そちらで詳しく説明させていただきます。
追加を致します件につきましては、その表の中にあります通し番号168、169、保存計画番号でいきますと92－1、92－2、種別といたしましては診療所、座敷、所在地が豆田町123－1でございます。それから工作物が通し番号85、86、保存計画番号59－1、59－2、種別が塀と井戸でございます。所在地は同じ番地でございます。この、特定物件を追加することにつきましては、昨日日田市町並み保存審議会が開催されまして、伝統的建造物群の特性と合致するものであるということで、これを追加することにつきましては、適当と判断するというような答申をいただいたところでございます。こちらも、資料1のほうで少し詳しくご説明をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
資料1の1ページ目に位置図をつけております。該当する地区につきましては御幸通りに面します旧古賀医院の跡地のところでございます。豆田の信用金庫のちょうど前になっております。この土地につきましては、防災センターの拠点施設の整備ということで基本的に考えている地区でございまして、この中の建物、また工作物を特定物件として指定するという案件でございます。それから、8ページをごらん頂きたいと思いますが、8ページの上段に配置図が書いておりますが、この中の真ん中の下のほうにあります病院棟、真ん中にあります離れ座敷棟と書いております。この部分が建築物としての特定追加をお願いするところでございます。それから工作物といたしまして、オレンジ色で線を引いております、右側から行きますと南側レンガ塀、それから中央にあります離れ座敷のすぐ上にあります北側レンガ塀、それから下のほうの真ん中にあります井戸、この内容でございます。写真が丁度ありますのでご説明しますと、その下にありますのがそのレンガ塀の現状を写した写真でございます。それから下にありますのが井戸を写した写真でございます。
それから前のページの７ページをご覧いただきたいと思います。７ページの方には建築物の方の現況写真と従前の写真がありますが、一番上が現在の旧古賀医院跡であります現況の写真でございます。その下が平成５年当時の病院棟の写真でございまして、従前はみゆき通り側の方に建っておったということでございます。それから一番下の写真が座敷棟、離れ座敷を写した○で囲んである部分の現況の写真でございます。これらを特定物件として指定を行いたいということでございます。
２ページをご覧いただけますでしょうか。古賀医院の沿革等を書いてございます。古賀家というのは大正後期に日田の豆田の方にきまして、そこで医院を始めております。昭和７年に先程説明しました所に土地を購入いたしまして、病棟、自宅、離れ、車庫等一連に建てて移り住んだと言われております。それから平成５年にはこの古賀医院は通りの方から奥の方に移転がされまして、レストランとして営まれておったんですが、防災センターの拠点施設として、平成２０年に市の開発公社の方で先行取得をしていただきまして、昨年平成２２年に日田市の開発公社の方から、市の方が土地建物等を買い取りまして、現在の所有は日田市ということになっております。
それから３ページから４ページには、その病院棟、離れ座敷棟の所見を町並み保存審議会委員でございます岡山理科大学の江面先生の方から所見をいただいておりまして、それを添付させていただいております。
簡単に言いますと、この年代等が綺麗に残っているというのと、この豆田の町並み保存に非常に貴重なものであるというのが所見の内容でございます。
それから資料の中には、５ページそれから６ページ等には病院棟の現況の間取り図が５ページ、６ページには離れ座敷の今の間取り図が記載されているところでございます。以上でございます。
　ありがとうございました。
　ただいまの議案第65号日田市豆田町伝統的建造物群保存地区保存計画の一部変更について、ご意見ご質問はございませんか。
これは、今の時点での建物をそのまま保存するということですか。
当然、今回特定物件ということで指定をいただければですね、国の方、文化庁からの助成が受けられるようになりますので、それに基づいて修理修復をやるということとですね、それに先程言いました、防災センターの拠点として使う部分等のですね、中の改装等も含めて今後取組んでいくということになります。古賀医院につきましては、現状は奥に引かれておりますので、元あった位置まで引き移転をして、そして履歴に基づいた修理、または中の活用に合わせた改装を行うということであります。
中も見学できるようになるんですか。

　
　内容的には、１階等は観光等できる案内所とか休憩所とか、自由に出入りが出来るような施設として公開も当然行っていきたいと思っております。それから、離れ座敷の横にあります、特定物件にはなりませんが、そういった部分につきましては、豆田の伝建保存会というのがございまして、そういったところの活動拠点の位置としてもこの中を使っていただきたいと思っております。
　また、出来ればこの施設等も、指定管理という問題が出てきますけど、そういった部分も今後伝建保存会と協議を進められればと思っているところでございます。
　はい、ありがとうございました。防災センターというのは避難先とかとういう訳ではないのですね。

　一応、防災としまして、色々な防災器機類とか、色々なものの備蓄場所であったりとか、避難場所であったりとか、それから、広場も残りますので、避難場所であったりとかですね、それから、今年から来年にかけて1基ずつ設置します防火水槽を、この土地の中に今年60tを1基、来年60tをもう1基ということで防災の施設も整備するということになっています。
　はい、わかりました。他にございませんか。
（ありませんと言う声あり）

　それでは議案第65号につきまして、原案のとおり議決いたします。

　はい、委員長。議案第66号日田市立博物館協議会委員の任命について、博物館お願いします。

　議案書の7ページの、第66号日田市立博物館協議会委員の任命についてでございます。本案は、平成23年3月31日をもって、博物館協議会の任期が満了しましたことから、日田市立博物館条例第4条第2項につき、新委員を任命するものでございます。
　3月30日の定例教育委員会で再任の発令につきまして、ご承認いただいたところでございますが、今回の議案では小中学校の理科主任代表でございます三隈中学校の小野浩之先生、日田市連合育友会の理事での矢羽田匡裕さんの2名の方につきまして学校教育課、日田市連合育友会からご推薦いただきましたので、協議会委員の任命につきまして、議案を提出するものでございます。任期につきましては、平成23年7月1日から平成25年3月31日までの期間でございます。
　なお、3月の定例教育委員会でご承認頂きました昨年の委員の方々の名簿を参考までに8ページにつけておりますので、ご覧頂きたいと思います。以上でございます。
はい、ありがとうございました。ただ今の議案第66号日田市立博物館協議会委員の任命について、ご意見ご質問はございませんか。

3月のときに8名の方が任命されて、新しく2名の方ということですね。

よろしいでしょうか。
（ありませんと言う声あり）

それでは、それでは議案第66号は原案のとおり、新しい方2名の方にお願いします。承認されました。
次、報告事項に移ります。

はい、委員長。寄付採納報告、平成23年5月期採納分お願いします。

はい。それでは議案集の9ページをお願いいたします。
報告第7号、平成23年5月期分寄付採納について、ご報告申し上げます。5月に地区寄附といたしまして3件、18,000円相当の品、それから、一般寄附といたしまして100,000円の図書購入費を頂いております。合わせまして合計で118,000円の寄附を5月に頂きました。
ご報告申し上げます。以上です。
はい、ありがとうございました。

　ご意見、ご質問ございませんか。
　卒業生の寄附有り難く思いますが、時期的にはちょっと遅いですね。
　今までもうちょっと早かったですね。

　
　時期的に実際もう少し早く、３月ですとか４月の時期にいただいていると思うのですが、こちらの方に報告をいただいた時期の関係で今のような報告になってしまっていますので、早くいただいている部分につきましては、もう少し早くご報告できるようにしたいと思っております。
　よろしくお願いいたします。
　「淡窓先生ものがたり」の刊行について、お願いします。

　咸宜園教育研究センターでございます。お手元に「淡窓先生ものがたり」を教育委員さん方にお配りをしております。先に日田市で開催されました、県下の教育委員会連合会総会で先に皆様方にお配りさせていただきました。報告が遅れましたけれども、この度５千５百冊、印刷をさせていただきました。ちょうど３０年前に「淡窓先生」ということで教育委員会から発行しておりました本を小学校４年生までに習います漢字を使って、中学生、高校生、大人の方も読めるように若干内容を再度検討いたしまして、作っております。内容は淡窓先生の一生と門下生について少しご紹介する部分、それと年表等をつけております。
　今回５月１日付けの学校基本調査ができましたので、今日報告をさせていただきまして、明日以降市内の小学校の５，６年生、小学校の先生には全員お配りをさせていただきます。中学校につきましては、各学校の図書館に約10冊程度、それと市内の高等学校と県立の支援学校、それと県下の教育委員会、教育事務所、そういった所に配布して行きたいと思っております。先に配布した後に、今度は公民館であるとか、振興局、そういった所にも配布させていただく予定にしております。
　それで子どもたち５，６年生が当然自分で読んでいただきたいのですが、家の方にも持って帰っていただいて、ご両親、おじいちゃんおばあちゃんといっしょに読んでいただければと思っております。「淡窓先生ものがたり」については以上でございます。
　はい、ありがとうございました。「淡窓先生ものがたり」の刊行について、ご意見、ご質問はありませんか。
　これはグループで書いているのですか。

　元々「淡窓先生」という本を３０年前に大久保正尾さん、もうお亡くなりになりましたが、学校の先生、校長先生をされた方が、野田高巳さん、ああいった方と中心になって３０年前に作ったものを、佐藤誠一郎先生と岩澤先生、それと野田高巳さんと岩尾寛さんに筆者になっていただきまして、内容を約２ヶ月から３ヶ月間かけて再度見直して、若干文書が長いのと難しい表現になっておりましたので、読みやすいように少し変えております。ですから、元の大久保さんが書いた本を基本的に大きく曲げるようなことはしておりません。
　私も少し淡窓を勉強したりしました。これを読ませていただいた時に非常にやさしく判り易い文章で書かれていますけれども、内容がですね淡窓をめちゃくちゃ誉めていない。淡窓の歴史を正確に書いていまして、淡窓さんがものすごい偉人であったとは出てきません。非常に公平に書いてあるのではないかと思いますので、みなさんに読んでいただいたら勉強になるのではないかと感想を持っております。いいタイミングの出版だと思います。
　ありがとうございます。多くのみなさんに読んでもらいたいと思いますね。
　大分合同と西日本の新聞にも出ましたので、市外から分けて欲しいとお電話がありましたので、一冊５００円、送料は実費で負担していただいて、郵送でお送りをしております。
　残りの販売はどこでするのですか。

　販売は咸宜園の研究センターです。

　わかりました。ありがとうございました。
　咸宜園教育研究センター定期講座について、お願いします。

　議案集の10ページと11ページをお願いします。３月の当初予算のご説明の中で研究センターの今年度の事業活動について、定期講座と咸宜園の研究顕彰事業を今年行ないたいということで説明をさせていただきました。10ページでございますが、定期講座の概ねの日程と講師の方が固まりましたので、ご報告をまず最初にさせていただきます。10ページですが、９月以降12月までの間で約８回の講座を考えております。お名前が入っている方につきましては、お願いに行くなどして事前の了承を得たいところであります。
　９月９日の財団法人広瀬資料館理事長の広瀬貞雄さんを皮切りに、第２回目が広島大学の今は教授になられましたが鈴木理恵さん、この方は淡窓先生についての出版もございます。３回目が、大分県先哲史料館の大野さん、何度も日田市に足を運んでいただいておりますし、現在開催しております、平成咸宜園門下生の講座の方に積極的に関わりをもっていただいております。
　それから、11月に今知事さんに是非お話をお願いしたいということで、秘書の方を通じてお願いしております。秘書の方のお話では、11月中旬位になんとかお話をさせていただきたいといただいておりますので、はっきり決まりましたらポスターやチラシ等でお知らせをしたいと思っております。
　そして最後に第８回目12月の25日でクリスマスで大変申し訳ございませんが、大分県出身で以前に文部科学省の事務次官をされた佐藤禎一さんに最後の講座をお願いしたいと考えております。
　またこれとは別に下に書いておりますが、別府大学の荒金先生には４回程拓本講座していただきたいということで具体的にお願いをして、ご承知をいただいているところでございます。
　続きまして、11ページをお願いいたします。咸宜園の顕彰事業でございます。これにつきましても本日ご報告をさせていただきまして、７月以降ホームページ、或いは８月１日号の広報等で募集を掛けてまいります。研究センターができましたことと併せまして、咸宜園が文化１４年ですか２月の23日に開かれたことを記念いたしまして、咸宜園研究顕彰事業というのを今年から続けて毎年行ないたいと思っております。
　募集対象はそちらに書いておりますが、学術研究部門と教育文化部門でございます。大きくどこが違うかと言いますと、学術研究部門は概ね想定されるのが、例えば広瀬淡窓さんや咸宜園に関する研究者、或いは大学生、大学院に在籍される方で、そういった論文あるいは論考を書いた方、そういった方を対象にして、自薦もしくは他薦でも構いませんけども研究に関する論文あるいは論考を募集しようと思っております。
　教育文化部門ですが、これは淡窓先生の教育理念の継承、或るいは咸宜園で行われた教育の実践普及活動をやっていただいております個人、或いは団体等から募集をしたいと考えております。今のところ市内で考えられますのは、具体的に申しますと、例えば淡窓会であるとか市内の小中学校のいろんな取り組みをしていきたいと思います。その研究結果を募集の対象といたしますので、積極的に学校の校長先生にもお願いをして、募集をしたいと考えております。
　概ね、７月ぐらいから募集を掛けまして、９月、10月あたりで締め切って、その後選考でございますが、研究センターの名誉館長後藤別府大学教授、それと研究センターの運営委員や専門委員のみなさんでもって、選考をしていただきたいと思っております。その中で、優秀な作品につきましては、賞と副賞を差し上げながら咸宜園が開かれた日にちなんで、２月23日にその発表をマスコミの方にいたします。
　また折角でございますので、そういった賞を受けた方々につきましては、日にちを改めて決定いたしまして、パトリア或いは公共の施設で発表を是非お願いしたいと考えております。
　現在募集要項というのを運営委員の先生方にご意見をいただきながら最後の詰めをしております。早い内に募集等に掛かりたいと考えております。最終的にはその受賞者につきましては、発表する前にこの定例教育委員会でご報告をさせていただきたいと思っております。以上でございます。
　
　はい、ありがとうございました。
　ただいまの咸宜園教育顕彰事業につきまして、ご意見ご質問はありませんか。

　この事業のスタッフ見たら、驚きました。すばらしい人に続けて講演をしていただけるというのは、大変なことだと思います。内容を見ても早く聞きたいなと思います。深町浩一郎さんなんかは、してくれるんですか。電話掛けてもあまり出てくれないので．．．。

　４月に県立歴史博物館、宇佐の方に異動になりまして、うちのセンターに３回ほど足を運んでいただいております。
　私も今「天領日田を見直す会」の会長しておりまして、淡窓にはいろいろ興味をもっておりますけれども、広瀬淡窓が偉いとされておりますが、果たして淡窓先生がどんな授業を行なっていたのか、「淡窓の授業風景」という題にしておりますけれども、実際に生徒役も何人か大人の人を生徒役にしてですね、実際の授業風景を身分と学歴と年齢をなくしてやってみたいと思って、中島三夫さんという方が日田にいらっしゃいますが、この方が勉強家で研究家で、その方にお願いして12月の10日にパトリア日田で「淡窓の授業風景」を予定しております。ただこれが実現するかどうかはわかりません。
　実際にどんな授業をしていたか、興味がありますし、それを予定しておりますので、また決定したりすれば教育委員会にお知らせしますので見に来てもらえるような内容にしたいと考えておりますので、その辺もよろしくお願いいたします。
　この講演会、平成門下生の会が後期の分で考えますので、そういったところで承るようにしたいと思います。
　はいよろしくお願いします。
　はい、ありがとうございました。
　この前に咸宜園平成門下生講座がありましたね、あの講座との関係は、どうなるわけですか。ぜんぜん別の生徒になるのですか。

　門下生の講座は募集をいたしまして応募者が118名ありましたので、その会員の方たちは対象になっています。今回９月から行なうのは、あくまでも研究センタ－の定期講座ということで、「一般の方どなたでも結構ですよ。」と考えていますので、対象者は一般市民の方、県内市外の方、全て方が対象となり、平成門下生というのは会員限定ということになっています。
　門下生の方も来れるわけですね。
　はい、そうです。

　ＫＣＶでこの収録が放送されていましたね。またこれもそうなりますか。
　はい、お願いしたいと思います。
　これに来れない方も勉強になると思いますので、よろしくお願いします。

　他にご意見ありませんか。

（ありませんと言う声あり）

　それでは楽しみにしております。よろしくお願いします。
　次にその他についてお願いします。

　はい、ふたつあります。

　平成２３年度日田市人権教育講演会について、お願いします。

　人権・同和教育室でございます。お知らせでございます。
　毎年夏に人権教育に関する研修をかなり持ちますけれども、一番大きな行事となります人権教育講演会のお知らせでございます。
　８月４日にパトリアの大ホールにおいて、日田市の小中学校全職員を対象にして、また日田市に支援学校及び高等学校もございますので、ご案内を申し上げておりますけれども、本年度人権教育の方からは「第３次とりまとめ」ということでの趣旨徹底を図りたいということから、大阪大学の方からこの人権教育指導等に関する調査研究会議の委員でいらっしゃいます、平沢教授をお招きしてご講義いただこうと思っております。
　それから、第２講座では京都の方に弥栄中学というところがありましたけれども、そこで行なわれておりました人権同和教育に関するすばらしい実践を毎日新聞の記者の方がルポをされておりましたので、その取り組みから学ばせていただく講演をお願いしております。
　13ページの方に講師の紹介を載せております。大変いい講座になると思いますので、お知らせしておきます。職員対象でございますけれども、ご興味のある方は参加いただきたいと思っております。以上でございます。
　はい、ありがとうございました。

　ご質問はございませんか。

（ありませんと言う声あり）

　では、次をお願いします。
　それでは７月期定例教育委員会会議の日程について、お願いします。

　次回、７月の定例教育委員会につきましては、７月２７日水曜日、午後３時から予定いたしております。

　
はい、７月の定例教育委員会は、７月２７日水曜日、午後３時からですね、よろしくお願いします。

　（はいと言う声あり）

　その他に何か気の付いたことはございませんか。
　ＫＣＶが入るようになってですね、いろいろ見られるようになりまして、咸宜大学の講演会ですね、教育長さんが開会の講演がありましたが、あれを見られた方が「日田の教育が大変良くわかりました。」と言う言葉をいただきました。本当に良かったと思います。ありがとうございました。
　他に何かありませんか。
　（ありませんと言う声あり）

　それではみなさんお疲れ様でした。本日の会議を終ります。
終了時刻：午後３時４３分
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